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予冷ターボジェットエンジン(PCTJ)は，マッハ 5 クラスの極超音速機の実現のため JAXA により研究開発されて

いる.このエンジンはアフターバーナを搭載しており，予冷による推力向上の効果を最大とするためシステム設計上

巡航時において当量比 2.2 程度の燃料過濃燃焼が選択されている[1]．本研究グループはより高効率な燃焼を行うた

め，SiC 粒子添加可視 2 色法を用いてアフターバーナ部モデル燃焼器内部の温度分布の計測を行ってきた[2]が，こ

れまでは添加する SiC 粒子濃度の影響を考慮していなかった．本年度は SiC 粒子添加可視 2 色法の計算手法の改良

を行い, PCTJ エンジンの模擬燃焼器内部の温度分布をより正確に取得することを目的とし実験を行った． 

図 1 に実験で使用した実験装置の外観を示した．混合セクション内において，多数の噴出孔を持つパイプから空

気で SiC 粒子を挿入し，その挿入量を変化させて SiC 粒子による測定温度変化を調査した．挿入の際に使用する空

気の質量流量は風洞から供給される空気の 1%程度であるため，その影響を無視した．SiC 粒子濃度に対する放射率

特性の変化は対向流拡散火炎バーナーを用いて事前に取得し，濃度に対する放射率特性が本実験系においても同様

に得られるものと仮定し温度計算を行った． 

図 2 に水素希薄条件において濃度を変化させ, 計算を行い得られた温度分布結果を示す．下流側の白色部は熱電

対の発光を計測したことによるカメラのサチュレーションのために生じたものである. 従来の温度計算手法では実

験条件が変化し粒子濃度が変動すると算出される温度分布に 200[K]程度のバラツキが存在した．しかし本計算手法

を用いると温度分布がよく一致した結果が得られた. 同様の結果が水素過濃条件においても計測された. 中心の光

学窓付近などに通常の温度分布からは考えられにくい温度分布が存在するが, これは添加した粒子がガ

ラス表面に付着し光の減衰が生じたことによるものであると考えられる. 

計算手法の改良を行い, SiC濃度を含んだ計算手法を用いて温度計測を行うことで SiC 粒子添加可視 2色法は温度

計測手法としてより精度の高いものとなったと結論付けられる.  

 

 

図 1 供試体概要図 

 

 

 
図 2 温度計算結果    
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